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幹
事
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役
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長

定
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就
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し
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白
井
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執
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員
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ＪＲ連合ＳＮＳについて

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
大
阪
地
方
協

議
会
は
９
月
26
日（
木
）ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
於
い
て「
第
30
回
定

期
総
会
」を
開
催
し
た
。2
0
2
4

年
度
幹
事
会
役
員
に
、禅
野
議
長

（
大
阪
地
方
本
部
執
行
委
員
長
）が

再
任
、新
た
に
寺
井
副
議
長（
大
阪

地
方
本
部
副
執
行
委
員
長
）を
選
出

し
、新
た
な
幹
事
会
役
員
体
制
を
確

立
し
た
。

　

定
期
総
会
議
長
に
は
、白
井
総
会

委
員（
大
阪
地
方
本
部
副
執
行
委

員
長
）が
就
任
し
、幹
事
会
を
代
表

し
て
禅
野
議
長
よ
り
●
安
全
の
課
題

に
つい
て
●
総
合
労
働
協
約
改
訂
交

渉
、２
０
２
５
春
闘
に
つい
て
●
西
日

本
連
合
の
助
け
合
い・支
え
あ
い
、絆

を
深
め
る
運
動
に
つい
て
●
政
治
に
つ

い
て
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、来
賓
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合

上
村
議
長
よ
り
●
安
全
問
題
に
つい

て
●
春
闘
に
つい
て
●
離
職・人
財
確

保・総
合
労
働
協
約
改
訂
交
渉
に
つ

い
て
●
女
性
参
画
に
つい
て
の
挨
拶
が

行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、経
過
報
告
、運
動
方
針

が
提
案
さ
れ
た
後
、満
場
一
致
で
決

定
し
活
気
あ
る
定
期
総
会
と
な
っ

た
。

　

最
後
に
、再
任
し
た
禅
野
議
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
括
り
新
た

な
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

 

　

天
王
寺
支
部
は
、9
月
28
日（
土
）

堺
市
立
西
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

約
80
名
の
組
合
員
参
加
の
も
と「
第

33
回
定
期
大
会
」を
開
催
し
た
。

　

議
長
団
に
は
、勝
本
代
議
員（
鳳

運
輸
）と
池
田
代
議
員（
大
阪
土
木

技
術
セ
ン
タ
ー
）が
就
任
し
、議
事
進

行
を
務
め
た
。

　

執
行
部
を
代
表
し
畑
中
執
行
委

員
長
か
ら
●
安
全
●
組
織
の
充
実
強

化
●
業
務
課
題
と
春
闘
の
３
点
に
つ

い
て
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、執
行
部
よ
り一年
間
の
取

組
み
成
果
と
新
年
度
の
運
動
方
針
案

が
提
起
さ
れ
た
。そ
し
て
、5
名
の
代

議
員
よ
り
14
項
目
に
つ
い
て
組
合
の

生
活
と
業
務
に
直
結
す
る
課
題
に
対

す
る
発
言
が
あ
り
、活
発
な
質
疑
が

行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
畑
中
執
行
委
員
長
よ
り
、

2
0
2
5
春
闘
勝
利
に
向
け
た
、天

王
寺
支
部
全
体
の
団
結
を
促
す
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
に
よ
り
大
会
が
締
め

括
ら
れ
、新
た
な
天
王
寺
支
部
の
一

年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

■
代
議
員
の
発
言
内
容

●
八
尾
駅
管
区
と
王
寺
駅
管
区
統

合
後
の
業
務
体
制
に
つ
い
て
●
介
助

ア
プ
リ
に
つ
い
て
●
社
員
の
安
全
確

保
に
関
わ
る
、教
育
体
制
に
つ
い
て

●
地
上
職
の
更
な
る
待
遇
改
善
に
つ

い
て
●
工
務
系
統
の
職
場
環
境
改

善
に
つ
い
て
●
異
常
時
に
お
け
る
社

員
呼
び
出
し
時
の
超
勤
時
間
の
在

り
方
に
つ
い
て
●
賃
金
実
態
調
査
に

つい
て
●
Ｌ・Ｍ
層
の
賃
金
、手
当
に
つ

い
て
●
線
路
閉
鎖
作
業
の
着
手
遅

れ
に
つ
い
て
●
列
車
見
張
り
員
の
要

件
緩
和
に
つ
い
て
●
Ｊ
Ｒ
連
合
総
合

共
済
に
つい
て
●
新
在
家
エ
リ
ア
の
エ

リ
ア
手
当
に
つ
い
て
●
汚
水
・
排
水

設
備
の
維
持
管
理
に
か
か
わ
る
手

当
新
設
に
つ
い
て
●
女
性
社
員
の
設

備
の
新
設
に
つ
い
て

天
王
寺
支
部
新
役
員
（
三
役
）

執
行
委
員
長

（
鳳
運
輸
分
会
）

副
執
行
委
員
長

（
八
尾
運
輸
分
会
）

副
執
行
委
員
長

（
天
王
寺
保
線
区
分
会
）

副
執
行
委
員
長

（
新
今
宮
運
輸
分
会
）

書
記
長

（
天
王
寺
運
輸
分
会
）

　

　

近
畿
協
議
会
は
、9
月
4
日（
水
）

ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
新
大
阪
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て「
第
15

回
定
期
総
会
」を
開
催
し
た
。

　

座
長
に
上
井
幹
事（
福
知
山
地
方

本
部
書
記
長
）が
就
任
し
、近
畿

協
議
会
を
代
表
し
禅
野
議
長

（
大
阪
地
方
本
部
執
行
委
員
長
）

よ
り
、●
安
全
確
立
●
業
務
課

題
に
つ
い
て
、挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、来
質
の
中
央
本
部
上
村

執
行
委
員
長
か
ら
●
地
震
や
台
風

な
ど
自
然
災
害
の
対
応
●
労
災
発

生
●
安
全
と
業
務
課
題
●
労
働
協

約
改
訂
交
渉
●
選
挙
と
政
治
に
つい

て
挨
拶
を
い
た
だ
き
、幹
事
会
側
か

ら
1
年
間
の
経
遇
報
告
と
、今
後
1

年
間
の
活
動
方
針
が
提
起
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、委
員
か
ら
●
医
学
適
正

検
査
不
適
正
時
の
早
期
異
動
つい
て

質
疑
が
あ
り
、幹
事
側
か
ら
回
答
が

行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、多
く
の
山
積
す
る
業
務

課
題
に
対
し
て
意
思
統
一
を
図
り
、

精
一
杯
力
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

　

最
後
に
禅
野
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
り
1
年
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　中央本部は、７月23日に「総合労働協約に関する要求(56項目)」を会社に提
出して以降、少数であっても本当に困っている組合員に光が当たり、一層やりが
いを持って働き続けることのできる環境整備を目指し議論を重ねてきた。9月13
日（金）に最終交渉に臨み、多様な人財が柔軟な働き方のもと、キャリアを継続
し活躍できる基盤を整備することを主眼とした短日数勤務（８日）の全職種拡
大、介護短時間勤務制度の新設、選択的週休３日制(ゼロ時間フレックス)の導
入などについて、回答を受けた。 
　中央本部は、「制度を気兼ねなく使えるための要員確保」と「ビジュアル等を
活用した、育児・介護にかかわる諸制度の分かりやすい社員周知」の要望を伝
えたうえで、「今回の回答は、私たちの思い、組合員の声を会社として真正面か
ら受け止め、社員一人ひとりに寄り添う姿勢を示す強いメッセージである」と判
断し、妥結した。
 
【主な妥結内容】
◆育児・介護等にかかわる制度の見直し（9項目）
　〇「短日数勤務制度（乗務員8日）」を「短日数勤務（8日）」とし、全ての職種
　　に拡大
　〇育児短時間勤務制度及び育児短日数勤務制度の取扱い
　　●育児短時間勤務制度と育児短日数勤務制度の適用対象者のうち、特別
　　　障がい者の子を養育する場合は期間の定めを設けない
　　●育児短日数勤務制度の適用除外者を「勤続年数3ヶ月に満たない者」に
　　　変更
　〇介護短時間勤務制度の新設及び介護短日数勤務制度の取扱い
　　●介護短時間勤務制度を新設→要介護状態にある対象家族を介護する
　　　社員を対象
　　●介護短日数勤務制度の適用期間と適用除外対象の見直し
　〇育児休職（小学校）の休職の適用者の見直し
　　●介護休職に定める深夜勤務制限を受けても就職可能に
　〇育児休職中の適性検査受験の取扱い→本人の希望で休職中に適正検査
　　受験可能に
　〇保存休暇の使用制限緩和→育児・介護を理由とする使用日数の上限撤廃
　〇出産休暇の適用範囲拡大及び名称の変更
　　●妊娠4ヵ月未満の流産への範囲に対象者の拡大と「母性保護休暇」に
　　　名称変更
　〇育児・介護等にかかわる社員への制度周知・意向確認の実施
　　●柔軟な働き方を実現するための育児関係制度等の個別周知・意向確認
　　●介護離職防止のための介護関係制度等の周知・意向確認
　〇乗務員入所試験合格者の研修センター入所期限の見直し
　　→育児・介護等のやむを得ない事由により入所困難となった場合、入所可
　　　能期限延長
　〇「不妊治療支援休職」の要件見直しについて

◆フレックスタイム制度の見直し（3項目）
　〇「選択的週休3日制」の導入
　　●1暦日を勤務しない「フレックス（調整日）」を導入し、自ら週休3日制度を
　　　選択可能に
　〇フレックスタイム制度の適用箇所の拡大
　　●総合運輸所（車掌区、運転区、運転所、電車区、列車区を除く）
　　　※地方の労使議論において合意された場合に適用
　　●総合車両所、車両区及び梅小路運転区の間接業務グループ
　〇短時間勤務者へのフレックスタイム制の適用
 
◆その他の勤務制度の見直し（3項目）
　〇年休付与日数の見直し→4月1日入社で15日の付与へ
　〇災害時の勤務の取扱い見直し＝障害（有給）の適用範囲拡大
　〇諸会合等に参加する場合の勤務等の取扱いの見直し→カスハラ被害時
　　の会社支援を明文化
 

※詳細は、後日発行される中央本部業務速報を参照してください。
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議
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就
任
！
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Ｒ
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日
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連
合
大
阪
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会

　
　
　
　
　
　
　

第
30
回
定
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